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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ドイツ、イタリア、アメリカ、日本の初期幼稚園を調査することによっ
て、「教員養成・養成課程」「保育者の役割」「保育内容」「教材」の4つの視点から、現在日本の保育への影
響を明らかにした。その結果、（１）「教員養成・養成課程」では日本のミッション系師範学校へのカリキュラ
ムの影響が、（２）「保育者の役割」では幼稚園教員としての資格化を通して専門職化と質の向上、および保育
者に求められた母性が、（３）「保育内容」ではフレーベル恩物の「生活の形式」がごっこ遊びに及ぼした影響
が、（４）「教材」では日本独自の折り紙の発展が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study investigates early kindergartens in Germany, Italy, The United 
States of America, and Japan to reveal their influence on current Japanese child-education by 
examining the following four aspects: 1) teacher training course and curriculum, 2) role of the 
kindergarten teacher, 3) curriculum content, and 4) materials.
Research results indicated the following: teacher training course and curriculum influenced Japanese
 mission teacher training schools. The role of the kindergarten teacher revealed professionalization
 and quality improvement in kindergarten teacher qualifications and their necessary maternal role. 
Curriculum content revealed the influence of the “form of life” of Froebelian Gifs on pretend 
play. Finally, materials revealed the original development of Japanese origami.

研究分野：幼児教育学

キーワード： ドイツフレーベル幼稚園　イタリア幼稚園導入史　アメリカ幼稚園導入史　日本幼稚園導入史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
昨今の日本の保育者養成では、現場に直結
する実践に重きが置かれる傾向にあり、その
根本となるべき保育の思想や歴史の教授が
希薄になりつつある。また逆に、保育思想や
保育史がそれのみで完結してしまい、現場の
実践との橋渡しができていない現状もある。
これらのことを鑑み、本研究では、実践と保
育思想・保育史との融合を目指したいと考え
た。 
 
２．研究の目的 
以上のような背景から、現在日本の近代的
幼児教育が幼稚園導入から始まったことを
前提とし、日本と諸外国の幼稚園導入過程を
比較考察することによって、日本独自の変容
の道筋を現在の保育実践に引きつけて明ら
かにし、保育者が自らの実践を保育史の中で
確認できるような、実践との融合を目指した
具体的で新しい保育史観を構築することを
目的とした。 

 
３．研究の方法 
日本の幼稚園受容過程を明らかにするた
めに、イタリア、アメリカ、ドイツを調査対
象とした。これらの国を対象とした理由は、
日本最初の東京女子師範学校附属幼稚園保
姆豊田芙雄がヨーロッパ渡航中、イタリアの
幼稚園や保育者養成校等の女子教育を視察
したことと 1)、明治 20 年以降日本の幼稚園
発展が、アメリカ人キリスト教宣教師によっ
て、日本各地に建てられた幼稚園や保育者養
成校に大きく影響を受けていること 2)、そし
て両国の幼稚園運動の先鞭をつけたのは、日
本における松野クララと同様、ドイツの養成
校出身のドイツ人教師であったことからで
ある。 
研究方法は、先行研究を基礎に現地の図書
館や博物館などで蒐集した古文書の分析、そ
して 4 カ国の養成校や博物館に残されてい
る過去からの養成校学生や子どもたちの折
り紙や切紙等の作品、デッサン、ノート等を
検証する。海外で調査する時は、各国の幼稚
園導入史に詳しい現地の研究者の協力を得
て、文献検索、博物館調査をする。そして、
日本の幼稚園導入過程を、ドイツ、アメリカ、
イタリアの導入過程と比較検討することに
よって、日本の幼稚園導入の特徴的な変容を
導き出し、「教員養成・養成課程」「保育者の
役割」「保育内容」「教材」の観点から現在の
保育現場の実践に至る道筋を明らかにする。 
＜引用文献＞ 
1) 清水陽子・高橋清賀子「イタリアでの教
育・保育調査と女子教育への道」前村晃他『豊
田芙雄と草創期の幼稚園教育』建帛社,2010. 
2) 文部省『幼稚園教育百年史』 1979, 
p.86,p.169.  文部省『幼稚園教育九十年史』
1969,p.98-99,p.106. 
 
４．研究成果 

本研究は研究代表者と３人の研究分担者
が、前述した 4つの観点を主としてそれぞれ
課題に取り組んだ。「教員養成・養成課程」
が甲斐、「保育者の役割」がオムリ、「保育内
容」が山田、「教材」が大森である。以下、
それぞれの観点から研究成果を報告する。 
（１）「教員養成・養成課程」 
今回の調査では、ドイツにおける幼稚園教
師養成校の教育課程・教師養成に関する具体
的な資料は、ドイツのフリードリッヒ・フレ
ーベル博物館所蔵のドレスデン幼稚園教諭
養成所（フレーベル財団）の時間割表（1879
年）以外は見出すことはできなかった。さら
にアメリカにおける調査研究は、フレーベル
主義幼稚園が活発に導入展開され、また、日
本の幼稚園導入にも影響を及ぼしたことで
重要と考えていたが、日程調整および費用の
問題によって、ウィスコンシン州ウォーター
タウンの歴史協会が運営するドイツ語幼稚
園、オクタゴンハウス、そして協会所蔵の写
真資料および協会発行の書籍の収集分析に
とどまった。 
しかしこれらの資料を分析することによ
って興味深いことが見えてきた。それは、 
① ドイツのフレーベル幼稚園が、イギリス
およびアメリカへ導入展開された過程に
おいて、1848 年革命政治亡命者達
“Forty-Eighters”というグローバル的
動向、リベラリズムの波及を指摘できる
こと。 
② イギリスおよびアメリカは、フレーベル
主義幼稚園教育を受けたドイツ人達によ
って推進され、それを可能とする社会・
文化があったこと。 
③ イギリスおよびアメリカにおけるフレー
ベル主義幼稚園導入に際しては、日本で
の導入と異なり、キリスト教伝道・布教
を主としたものではなかったことである。 
明治初期における幼稚園の導入と展開は、
日本政府のみならず海外から派遣された宣
教師達、特に、新しい時代背景と共に誕生し
た自立した意志を持つ独身の女性達によっ
て遂行された史実がある。米国やカナダの教
会各派の女性によって組織化された伝道会
社・伝道局が派遣する婦人宣教師は、社会的
女性の自立、職の確保を意味していた。派遣
宣教師には給与や手当が支給され､専門職と
しての社会的地位が保障されていた。婦人宣
教師達の活動と共に海外伝道におけるフレ
ーベル教育・幼稚園・幼児教育がアジア諸国
において有効であることがThe Kindergarten 
Review にも報告され、専門的に養成された人
材派遣が急務とされていた。したがって明治
10 年代後半以降、日本に渡ってきたアメリカ
人やカナダ人宣教師たちは、アジア諸国にキ
リスト教を伝道するというのが第1のミッシ
ョンであり、そのための幼稚園教師の養成で
あったことも一部にはあったことが明らか
になった。 
 残された課題として、ドイツのドレスデン



幼稚園教師養成所のカリキュラムは、アメリ
カ人やカナダ人らによって開設された日本
の初期養成校のカリキュラムと類似性は見
られたが、アメリカの幼稚園教育課程および
幼稚園教師養成に関しては、ユニテリアン派
で超越主義のピーボディの教育思想研究を
含め、アメリカの教育界に見いだせる要素を
捉えることと、日本に派遣されたカナダやア
メリカの婦人宣教師のバックにある当時の
社会背景・女性史など視野に入れた研究、さ
らに、彼らが学んだ幼稚園教師養成校教育課
程の研究によって、我が国の「キリスト教保
育」を再考できるのではないかと考える。 
（２）「保育者の役割」 
「保育者の役割」を、保育者としての資質
と、保育を行っていくうえでの必要な専門性
という２つの視点から明らかにした。 
幼稚園導入期の「保育者の資質」を語る際
の前提としてあげなければならないことは、
幼稚園教師が女性であるということである。
岩崎の研究(1995 年)によると、フレーベルは
幼稚園教師養成の対象を男性から女性にシ
フトしていき、1847 年の保育者養成所案では
養成対象者を女性に限定した。それには、フ
レーベルが幼児の教育を女性の特性と結び
つけたこと、そして幼稚園教師という職業を
女性解放の一環としたことがあげられてい
るが、幼稚園教師の志願者の多くは、ドイツ
でもイタリアでも、中間層の家庭出身ではあ
るが働かなければならない少女や娘たち、ま
た結婚に失敗した女性たちであったようで
ある。このような女性を取り巻く幼稚園教師
という職業について、フレーベルの教え子で
ある女性教師たちは、幼稚園教師という職業
を「崇高」「神聖」なものであるという言葉
で綴っていた。イタリアでは、時代はもう少
し後にはなるが、幼稚園の様子を紹介した
1871 年『イタリア教授同盟』の活動報告書に、
幼稚園教師を「女性としての崇高なミッショ
ン」と表現しており、幼稚園教師を崇高で神
聖な職業であるとするこの理念は、この時代
の働かざるを得ない女性たちの精神的支え
になっていたのではないかと考える。1878 年
以降フレーベルの遠縁にあたるブライマン
が、さらに幼稚園教師の母性的役割を強調し、
「精神的母性」を持つ専門職としての幼稚園
教師の養成を目指していた。1895 年からイタ
リアで幼稚園改革を行ったアガッツィ姉妹
も、教師は幼稚園での母親として、母性的な
教師をフレーベルの教師像に求めていった。 
一方アメリカでは、新大陸に入植した初期
の人々は比較的裕福な家庭が多く、初期の幼
稚園は富裕層を対象にしたものであったこ
とや、1880 年代後半以降女性のキリスト教宣
教師が日本をはじめとした外国への幼稚園
普及を担っていたこと、そして、日本におい
ては明治期の幼稚園が官立・ミッション系問
わず、そこで働く幼稚園保姆の出身階級は旧
藩士の娘であったことからも、アメリカと日
本の幼稚園教師は、ドイツやイタリアとは違

った役割を持っていたことが考えられるが、
これについてはさらなる調査が必要である。 
 そして「保育者の専門性」を語るには、ま
ずフレーベルが幼稚園教師を資格職とした
ことに始まるといってもよいだろう。フレー
ベルが資格職としたことにより、幼稚園教師
は専門職となり、その結果、幼児教育の質が
高まったとイタリアの幼児教育史でも評価
されている（Macchietti,1986）。教え子たち
がフレーベルに書き送った手紙によると、そ
こから見えてくる教師の仕事内容は、恩物や
手技等の遊び、唱歌、手遊び、物語の読み聞
かせ、落ち着きのない子を落ち着かせて作業
ができるようにするなど、恩物主義に陥る以
前の初期幼稚園の様子は、扱う教材や内容は
違うが、行われている保育の内容や、教師が
子どもに遊びを通して身の回りのいろいろ
なことを子どもに教えたり気付かせたりす
る様子は、現在とあまり変わりがないように
見える。ただ当時は、保護者支援や子育て支
援という役割はなかったことと、ドイツの初
期の幼稚園教師は、恩物を販売するという仕
事も引き受けていた（岩崎、1995）。 
フレーベルが 1847 年に考案した養成カリ
キュラム案では、「子どもの発達論、保護と
教育の原理、子どもに対する教育的な話し方、
唱歌、四肢と感覚の陶冶方法論、恩物の理論
と利用法、運動遊びを中心とする体育、植物
学と庭での栽培、手技、子どもたちの遊びと
作業への参加を中心とする実習等」であり、
岩崎はこれを、道徳や宗教性を強調した幼児
学校教員養成内容と比べているが、フレーベ
ルが考案した養成カリキュラムがいかに専
門性の高いものであるかがわかるだろう。そ
の後、大なり小なり時代の変化や養成校の方
針によって加えられた講義はあるが、19世紀
末までドイツの養成カリキュラムの基礎と
なっていた。 
（３）「保育内容」 
本研究では、フレーベルの保育がイタリア
とアメリカに導入された内容を「恩物」を中
心に、自発活動との関係で考察を試みた。 
日本で、子どもが形式的に恩物を使ってい
た時期から、自由に積み木として使うように
なるまでにかなり時間を費やしたが、その背
景として、バド・ブランケンブルグのフレー
ベル・ハウス幼稚園（現在は労働者福祉協会
AWO 運営）園長、そしてフリードリッヒ・フ
レーベル博物館館長ロックシュタイン氏へ
のインタビュー調査から推察されることは、
恩物の形式は保育者養成のなかで保育者に
繰り返し説明されるものであり、本来子ども
たちに説明し実施されるものではなかった
のではないかということである。 
 イタリアでは、アガッツィ姉妹らがフレー
ベルの教育法をそのままではなく、日常生活
の練習を取り入れながら、イタリアの文化事
情に合わせて発展させている。パクスアー
リ・アガッツィ協会に保存されている教具は、
恩物のようなものから、生活に使われるコッ



プやボタンなどが観察された。 
アメリカでは、シュルツ女史が展開したフ
レーベル直伝の教育は、結局根付くことはな
かったようである。アメリカ大陸という広大
な土地を多くの移民で開拓していく過程で
発展させたのは、経済の発展と科学の進歩だ
った。教育の見直しはその流れの中、心理学
の発展とともに行われてきたのである。フレ
ーベルの教育は検証され、教具としての恩物
は姿を消していったが、遊びや生活の中で
「認識の形式」、「美の形式」、「生活の形式」、
の考え方は受け継がれていったようである。
ヒルが「コンダクトカリキュラム」を著し、
コロンビア大学で学んだ新教育は、キリスト
教の宣教とともに日本に上陸することにな
った。関西学院大学（旧聖和大学）のキリス
ト教教育・保育研究センターにおいて収集し
た A.R.Peavy 氏の指導書「Corses of Study 
for Kindergarten and FirstGrade」には、
言語、健康面など 11 項目からの活動例が示
されており、演劇的な要素についてはお店遊
びの様子が詳しく書かれている。この様子は、
まさにごっこ遊びであり、子どもが日常の生
活（地域社会を含む）体験を再現しているこ
とが記録されている。この再現については、
フレーベルが「生活の形式」と子どもが生活
の出来事や事物を見立てて再現することに
ついての重要性を指摘していたことに通じ
るものがある。しかし、聖和幼稚園 100 年史
にも書かれているとおり、当時の日本では、
なかなか理解することは難しかったようで
ある。これは明治以降の日本事情が大きく影
響していることが考えられる。 
 以上のことから、各国の幼稚園導入期には、
その時代と各国の事情が関係していること
が明らかになったが、日本においても、明治
以降の歴史と世界の流れの中の日本の位置
づけから、幼児教育の方法をとらえる必要が
あると考える。 
（４）「教材」 
本研究では、保育教材のうち、特に“折り
紙”に視点を当てて調査を行った。フレーベ
ル（1782 年～1852 年）が独創的に考案した
幼児のための教材リスト（いわゆる 20 恩物）
が、出身国ドイツにおいてどのように受け入
れられたか、また諸外国へはどのように伝播
され、浸透・定着、もしくは改変・消滅され
ていったのかについて関心を抱いてきた。す
ばらしい教育的価値を持つものであっても、
それぞれの国の文化・時代的背景を抜きに定
着しないであろうとの思いがあるからであ
る。フレーベルの教材の中でもわが国の伝統
文化と深い関係を有する“折り紙”（Material 
for Paper Folding，摺紙法）に着目して、
ドイツ、イタリア、アメリカでの導入実態と
その後の様相を明らかにしたいと考えた。教
材が示す普遍的な教育的価値とそれぞれの
国の伝統的文化の関係の考察から、他国の教
育制度や内容を導入する際の留意点を導く
ことが可能ではと考えたためである。 

 わが国において、一般に日本独自の文化と
考えられていた“折り紙”は、世界各地、特
にヨーロッパにおいて幾つかの地点（人物）
から発祥していたことが現在定説になりつ
つある。その共通項は、正方形の紙の用紙を
折り畳んで様々な形を作り出す遊び（作業）
ということである（用紙は正方形に限らず、
円形・長方形もあれば、布性もある）。折り
畳んで出来上がる形は具象的なものと、幾何
学・数理法則に則るもの、美的・デザイン的
なもの、また平面体と立体、鋏で切り込み線
が入ったものとそうでないものなど様々に
区別される。フレーベルの折り紙の特徴は、
10 センチ四方の白い無地の用紙（酸性紙）か
ら作る、数理的法則に基づく幾何学模様の平
面体である。ドイツの調査では、これらの平
面的な折り紙のほかに、立体（花、船）のも
の、具象作品（ズボン、鳥、屋根船、奴さん
など）があった。また、わが国の伝来の作品
とばかり考えられていた奴さんやズボン
（袴）、屋根船が展示してあった。無論これ
までも、このような事実は、資料として紹介
されてはいたが、実物を実際に目にして認め
ざるを得なかった。しかしながら、幾何学模
様の折り紙とこれら具象作品の間の質的差
異に関しては何か意味するものがあるので
はないかという疑問が残った。一例として、
石川県加賀市にある折り紙博物館の高木智
収蔵品の紹介にある、江戸時代の欄間図式
（1734 年）に描かれた奴さんや屋根船がフレ
ーベル博物館の作品が酷似していることが
挙げられる。年代的根拠から日本から移出さ
れたものとも考えられる。折り紙のルーツと
交流の歴史はまだまだ緒についたばかりで、
これからの解明が待たれるところである。 
 わが国最初の保姆である豊田扶雄、近藤浜
から一期生として養成教育を受けた氏原鋹
の手記によれば、 
 色紙ノ如キモ外国ヨリ取リ寄セタルハ皆
洋紙ナレハ之ヲ日本紙ノ西ノ内美濃紙ニ染
メサセタルニ之モ思フ様ニ染メ上ラス度々
之ヲ改メサセテ適当ノモノヲ得タリ又恩物
図形モ畳紙ノ如キハ外国ノモノハ美麗式ニ
属スル整体形ノミナレトモ之ヲ我国古来ヨ
リ有ル鶴三宝菖蒲香箱等ノ如キ立体ヲ加ヘ
テ出版セリ（竹村、1960） 

とある。この発言は信憑性が高いといえよう。 
すなわち、明治の初期、わが国ではそれまで
存在した伝来の折り紙作品と、異質の折り紙
作品を対等に扱い、臆することなく保育教材
に取り入れたという事実がある。これに対し
て、イタリアではほとんど折り紙は見られず、
唯一の例外はレッジョ・エミリア市のレミー
ダで、具象的折り紙作品も展示されていた。
また、アメリカ最初のシュルツ夫人の幼稚園
では、折り紙の具象作品は見られず、色紙を
線状に切り、輪つなぎして飾ってあったのが
印象的であった。色取り取りの立体・空間装
飾品として、わが国の幼稚園でもよく見るも
のである。それは、ウォータータウンの現在



の図書館でも書棚と書棚を渡すように飾ら
れていた。すなわち百数十年命脈を保ち、ア
メリカ（ウイスコンシン州ウオータータウ
ン）の文化として定着しているように思えた。 
 このような事実を確認すると、その国の文
化様式と馴染まないものについては、継承し
ていくことが難しく、もしそれが新たな遊戯
や玩具として継承されていくとしたら、余程
の教育的価値を見出したということ考えら
れるであろう。 
 以上の 4つの観点から研究成果を整理した
が、研究を進めるうちに、当初考えていた研
究に必要な資料が不足していたり、また新た
な知見に触れて当初通りの研究が進まなく
なったりなど、未達成の課題も残されたが、
課題達成のための示唆や推論も含めると各
課題は部分的にでも達成できたのではない
かと考える。今後は、日本への受容と現在の
実践への道筋を、ポスター等で見える化した
形で整理したい。 
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